
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

1
1
1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 決算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
【事業内容】

・交通安全施設の整備
安全啓発看板等（巻付け看板63枚、足跡マーク110枚）
防護柵 L=11ｍ
路面表示（通学路、ゆっくり、クロスマーク等） N=24箇所
道路照明 N=2基
その他（車線分離標） N=4箇所
路肩カラー舗装　L=436ｍ A=381㎡（H24繰越）

・事業費関連
【歳入】 円

社会資本整備総合交付金 円

【歳出】 円
安全啓発看板等（電柱巻付け看板、足あとマーク） 円
子ども通学路安全対策工事 円
子ども通学路安全対策工事（H24繰越） 円

年度決算 年度決算①

4,449,344

2,200,000

子どもたちが、日常的に通う通学路において安全に安心して通行できるように、ＰＴＡ・学校と連携しな
がら従来の設置基準にとらわれない即効的な交通環境整備を行った。

①のうちH24から繰越平成

2,200,000

499,494

実
施
し
た
事
業
の
内
容

（
活
動
実
績

）

2,498,811 6,649,344

H２４
実績値

Ｈ２５
目標値

H２５
実績値

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

  直  接  事  業  費  A

市民1人当たり

H25からH26へ繰越

H２７
目標値

8

4,150,650

2,200,000

2,498,811

2,200,000

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 土木費

重 点 的 取 組
政 策 目 標

犯罪や交通事故などが少ないまちをつくる 目
項 02

担当課名 建設部　維持管理課

予
算
科
目

会計

03
道路橋りょう費
交通安全対策事業費

01 一般会計
07

・子どもたちが安全で安心して通学できる。

事業名
子ども通学路安全対策事業

事業開始年度 平成

交通安全対策の強化

19

市
小・中学校、ＰＴＡ、
市（通学路整備部会）

国、県、警察

・要望内容の検討、現地確認、検証等
・改善方法の検討と事業計画
・交通安全施設の整備

根拠法令
条例

個別計画 等

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

学童

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

項　　目

    そ   の   他（使用料など）

  人  件  費  (按 分） B

25

1.10
9,649,200

    国   庫   支   出   金
    県　 支　 出　 金
    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）
1.10 人

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

人

平成 25

1,950,650
人

117,680

15,983,94412,148,011

人

9,334,600

118,000
103

①
人口（4月1日現在）

備考

8

136

40 0 H23:52人

目
　
標

到
達
度

人

25平成

安全で安心して暮らせるまちに

7

47

財
源
内
訳

0

1,999,200
4,150,650

6,649,344

②

子どもの交通事故死傷者数

件

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

活
動

交通安全対策施設整備 8

24


